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IBM i のSQL 上級編

SQLを使っていると、期待通りのレスポンスがでないということがあります。
このような場合、どの部分に時間がかかっているのかを分析し、どうすればより高速になるのかを検討する
必要があります。Db2 for IBM i には、このような問題分析を行うツールが搭載されています。
今月のコンテンツでは、SQL上級編として「SQLパフォーマンス分析ツールご紹介」をお届けします。
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IBM iの
SQL分析ツール
を活用すれば
よりパワーアップ
できます
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1. SQL要求から収集できる情報

索引

アドバイザー

プラン・

キャッシュ

最適化プログラム

SQL要求

詳細

DBモニター

デバッグ

ジョブ・ログ

メッセージ

SQL情報の

印刷

(PRTSQLINF)

Visual

Explain

要約

DBモニター

プラン・

キャッシュ・

スナップショット

（１）IBM i には、SQLパフォーマンス調査のための複数のツールが提供されています
✓ 当資料では、最もよく使われる「詳細DBモニター」と「Visual Explain」を解説します
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解説：
・索引アドバイザー：自動で最適なインデックスを提示し、作成してくれる機能です。(詳細はSQL中級編を参照）

・プラン・キャッシュ
SQE によって最適化された照会用のアクセス・プランを含むリポジトリーです。アクセス・プランにより、
照会を再最適化する必要がなくなり、効率が向上します（詳細はSQL中級編を参照）

・詳細/要約DBモニター
照会に関する情報をリアルタイムで収集し、その情報を出力表に保管します。 この情報は、ユーザーのシステムまたは
照会が所定のとおりに実行されているかどうか、あるいは微調整が必要かどうかを判別するのに役立てることができます。

・デバッグ/ジョブログメッセージ
最適化プログラムのデバッグ・メッセージは、照会の実施についてジョブ・ログに通知メッセージを出します。
これらのメッセージは、Query 最適化プログラムでの処理中に何が起こったかを説明します。最適化プログラムは、
SQL、呼び出しレベル・インターフェース、ODBC、OPNQRYF、および SQL 照会管理プログラムを含む、
それが最適化するすべての照会についてのメッセージを自動的に記録します。

・Visual Explain：詳細 DBモニターに保管された照会の実装を、視覚的に表示するために使用できます。

・SQL情報の印刷（PRTSQLINF)
プログラム、SQL パッケージ (リモート照会のアクセス・プランを保管するために使用される)、
またはサービス・プログラム内の組み込み SQL ステートメントに関する情報を戻します。
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1. SQL要求から収集できる情報
（２）データベース・モニター（SQLパフォーマンス・モニター）

✓ SQLステートメントによって使用されたリソースを記録します
✓ 詳細と要約の２つのタイプがあります

➢ 詳細データベース・モニター
• SQL分析に必要なデータ（SQLステートメントなど）を収集
• 短時間のデータ収集向き、ディスクに収集
• システムのパフォーマンスに影響が大きい
• 特定箇所に焦点をあてた分析が可能

➢ 要約データベース・モニター
• 個々のSQLステートメントの詳細データは収集されない
• 長時間のデータ収集向き、メモリー上に収集
• システムのパフォーマンスへの影響が少ない
• 全体的な状況を分析
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解説：
・データベース・モニター（SQL パフォーマンス・モニター）によって、

SQL ステートメントによって使用されたリソースを記録しておくことができます。
    多くのリソースをモニターできます。リソースの使用についての情報は、システムおよび
    SQL ステートメントが期待通りに実行しているか、それとも微調整が必要であるかを判断する上で
    役立ちます。

・詳細データベース・モニター
SQLステートメントを実行した時の最適化の状況と実行状況の詳細なデータを収集することが可能です。
データの収集対象には、SQLインターフェースによる照会とOPNQRYFなどによる照会が含まれます。収集されたデータは
指定された単一の物理ファイルに出力されます。DBモニターはSQLステートメントの実行要求ごとにデータを収集するため、
多くのSQLジョブが実行されるような環境ではシステムのCPUやディスク装置に大きな負荷がかかります。
したがってそのような環境では、特定の時間帯に絞った短時間の収集を行うことが推奨されます。
このように、このモニターは長時間のデータ収集には向いていませんが、SQLステートメントごとの詳細なデータを使用して、
問題箇所に対する細かい分析を行うことが可能です。

・要約データベース・モニター
このモニターでは、SQLステートメント実行時の最適化と実行状況の要約情報を収集することができます。データはメモリー
に収集され、モニターの終了時に複数のテーブルに分散して出力されます。データ収集時にディスクI/Oが発生しないため、
システムのパフォーマンスへの影響は少なく、また要約データのみの収集であるため長時間のモニターが可能です。
個々のSQLステートメントに対する詳細なデータは収集されないため細かい分析はできませんが、
全体の傾向を把握するために使用することができます。
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1. SQL要求から収集できる情報
（３）Visual Explain

✓ SQL ステートメント実行の際に生じる一連の操作を、アイコンによってグラフィカル
に表示させることができます。

✓ 静的および動的 SQL ステートメントの両方についての情報を参照するために使用で
きます。 SELECT、INSERT、UPDATE、および DELETE のタイプの SQL ステート
メントをサポートします。

主な使用目的は、下記になります。

➢ SQLステートメントの動きを確認

➢ アクセス・プランの確認

➢ 推奨される索引の確認と作成
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解説：
・Visual Explain ツールは、 IBM® i Access Client Solutions (ACS) とともに使用して、SQL ステートメントの

実装をグラフィカルに表示する照会グラフを作成できます。

・Visual Explain は詳細 SQL パフォーマンス・モニターに保管された照会の実装を、視覚的に表示するために
使用できます。 しかし、これは記憶域常駐モニター（要約DBモニター)の結果のテーブルは処理しません。

・情報には、以下が含まれます。
 -照会グラフでのそれぞれの操作 (アイコン) の情報

 -コストのかかるアイコンの強調表示
 -統計アドバイザーおよび索引アドバイザー
 -照会述部実施
 -グラフの基本情報および詳細情報
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2. 詳細DBモニターを使ってみよう
（１）ACSのSQLパフォーマンスセンターから詳細DBモニターを開始

①ACSの「SQLパフォーマンスセンター」を選択
②「ファイル」→「新規」→

「パフォーマンス・モニター」を選択

9



© IBM 2024

IBM i 2024 

解説：
・SQL パフォーマンス・モニターは、5250画面を介して使用可能な STRDBMON データベース・モニターの

GUI版である「SQL パフォーマンス・センター」で起動できます。
ACSメニューからでも、5250画面のメニューからでも、SQLスクリプトメニューからでも起動できます。

・このモニターは、詳細なSQLパフォーマンスデータをリアルタイムでハード・ディスクに保管します。
   その結果を分析するために、一時停止したり終了する必要はありません。
  また、モニターによって収集されたデータに基づいて、Visual Explain の実行を選択することもできます。
   なお、このモニターはデータをリアルタイムで保管するので、システムのパフォーマンスに影響を与える

ことがあります。

・SQLパフォーマンス・センターについて詳しくは下記参照
https://www.ibm.com/docs/ja/i/7.5?topic=tools-using-sql-performance-center-detailed-monitors
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2. 詳細DBモニターを使ってみよう
（１）ACSのSQLパフォーマンスセンターから詳細DBモニターを開始

③モニターにつけたい名前（任意）
とデータを保管するスキーマ名を入力します。

④モニターするジョブの選択画面がでます。
「参照」をクリックします。
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2. 詳細DBモニターを使ってみよう
（１）ACSのSQLパフォーマンスセンターから詳細DBモニターを開始

⑤現行ユーザー（ジョブを起動しているユーザー）
を入力するとモニターするジョブを絞ることが
できます。

⑥より詳細に、モニターするジョブの選択画面がでます。
ここでは現行ユーザー名（SAWADA)のみ入力。
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解説：
・特定のジョブまたは照会をモニターする場合、ジョブがまだ開始していなければ、ここで開始します。

・選択可能なすべてのジョブをモニターしたい場合、すべてのジョブをモニターしている別のモニターがなけ
れば、「すべて」を選択します。すべてのジョブをモニターできるモニターは一度に 1 つだけです。
すべてのジョブではなく、一部のジョブをモニターしたい場合には、モニターしたいジョブを「使用可能な
ジョブ」リストから選択して、「選択」をクリックします。
個々のジョブは、一度に 1 つのアクティブ・モニターによってしかモニターできません。

・キャプチャーする情報をフィルタリングすることができます。
ここでは現行ユーザー名のみ入力していますが、様々な視点でフィルタリングすることが可能です。
詳細は、下記URLを参照
https://www.ibm.com/docs/ja/i/7.5?topic=monitors-starting-detailed-monitor
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2. 詳細DBモニターを使ってみよう
（１）ACSのSQLパフォーマンスセンターから詳細DBモニターを開始

⑦下記の確認画面で、「終了」します。 ⑧パフォーマンス・モニターが稼働しているのが
確認できます。
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2. 詳細DBモニターを使ってみよう
（２）SQLを実行して、パフォーマンスデータの取得

①ACSのSQLスクリプトを実行します。 ②下記のようにSQLを実行してみる
（下記例は、得意先マスターから業種コード毎の

売上を合計したものです）
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2. 詳細DBモニターを使ってみよう
（２）SQLを実行して、パフォーマンスデータの取得

③下記のようにパフォーマンスモニターを終了します。

*パフォーマンスモニターを終了しなくて
分析はできます。
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2. 詳細DBモニターを使ってみよう
（３）詳細DBモニターで分析してみよう

①パフォーマンスモニターで、下記のように
「分析」をクリックします。

②詳細DBモニターでは、様々な報告書を出力できます。
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解説：
・詳細DBモニターの報告書のカテゴリーでは下記が選択可能です。

    -概要
-どのくらいの処理が要求されましたか? :

    -どのオプションが最適化プログラムに供給されましたか?
-最適化プログラムはどのインプリメンテーションを使用しましたか?
-どのタイプの SQL ステートメントが要求されましたか?
-各種情報

    -I/O 情報
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2. 詳細DBモニターを使ってみよう
（３）詳細DBモニターで分析してみよう

③簡易的な分析をしたい場合には、「OVERVIEW」で下記項目に注目します。

実行SQL数

テーブルのFULL OPEN数

推奨index数

一時テーブル数
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解説：
・簡易的な分析をしたい場合は、OVERVIEW(概要報告書）で、以下の確認をしてください。

    -SQL Statements
モニター期間中の実行されたSQLの数を表します。
実行数が妥当な実行数であるかどうかをこれで判断します

-Full Opens
パフォーマンスに影響を及ぼすテーブルのFull Open回数を表します。
この回数が多い場合はパフォーマンスに影響が出ている場合があります。

    -Index Creates Advised
推奨Indexの数を表します。この数が多い場合、適切なIndexが作成されていないケースがあります

    -Temporary Tables
一時テーブルの作成数を表します。
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2. 詳細DBモニターを使ってみよう
（３）詳細DBモニターで分析してみよう

例として、SQLのOpen時間に問題あるかどうか判別したい場合は、
下記のようなフローで分析します。

ファイルOpen時のパフォーマンス問題

詳細DBモニター取得

一時ファイル

一時Index

Index使用状況

SQL

Open時間
分析

一時Indexが多用されていないか

作成に時間がかかっていないか

作成に時間がかかっていないか

Open時に発生しやすい問題に着目

Open時間に問題がないか？
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2. 詳細DBモニターを使ってみよう
（３）詳細DBモニターで分析してみよう

④パフォーマンスモニターで、下記のように
「分析」をクリックします。

⑤[OVERVIEW]のメニューで、「アクション」→
    「分析レポート」を選択

ここから、前頁のフローに沿って、「SQL Open時間分析」を実行していきます
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2. 詳細DBモニターを使ってみよう
（３）詳細DBモニターで分析してみよう
⑥「Open Summary」を選択し、

「VIEW RESULT」を選択します。
⑦同一SQLのOpenに時間がかかっている、
    Open回数が多い場合
   →一時ファイル作成、一時index作成、一時ソートなどの
       実行時間を順次精査する
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解説：
・この報告書画面には多数の列が存在する。「表示」→「列」で、メニューから必要な列を選択し、

順序変更ができる。
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2. 詳細DBモニターを使ってみよう
（３）詳細DBモニターで分析してみよう

⑧「⑥の画面」で
    「Temporary Table Summary」のを選択し、

「VIEW RESULT」をクリックします。
    (下記は、他のSQLステートメントでの例です）

➈「Temporary Create Time(sec)
     に着目する

(下記では、0秒なので問題なし）

ここからは、「一時ファイル作成時間の調査」を実行していきます
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2. 詳細DBモニターを使ってみよう
（３）詳細DBモニターで分析してみよう

⑩「⑥の画面」で
    「Index Create  Summary」を選択し、

「VIEW RESULT」をクリックします。
    (下記は、他のSQLの例です）

⑪「Total RUNTIME Time(sec)
     に着目する.
      この数値が大きい場合は問題あるので、

事前にアドバイスされた索引を作成する。

次に、「一時index作成時間」を調査します。
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2. 詳細DBモニターを使ってみよう
（３）詳細DBモニターで分析してみよう

「分析レポート」の下に表示される報告書は、SQL パフォーマンス・データ収集からの情報の要約
された概要を提示します。要約は、複数のカテゴリーに編成され、より深い洞察を得るためのドリ
ルダウン・アクションを含んでいます。
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解説：
・主要な要約報告書は下記になります。

-ユーザー要約
各ユーザーごとに 1 行の要約情報が含まれます。 個々の行がそのユーザーに対するすべての SQL 活動を
要約しています。

     -ジョブ要約
各ジョブごとに 1 行の情報が含まれます。 個々の行がそのジョブに対するすべての SQL 活動を要約しています。

      この情報は、システムのどのジョブが SQL の中で最高負荷のユーザーであるかを示すために使用されます。 これらのジョブ
      は、パフォーマンス調整の候補となる可能性があります。 その後、システム全体をモニターすることなく、個別のジョブに
      対して詳細パフォーマンス・モニターを開始し、より詳細な情報を得ることができます。

-操作要約
      SQL 操作の各タイプごとに 1 行の要約情報が含まれます。 個々の行がそのタイプの SQL 操作に対するすべての SQL 活動を
要
      約しています。 この情報は、使用された SQL ステートメントのタイプの高水準の徴候を提供します。 例えば、アプリケー
      ションが主として読み取り専用であるか、あるいは多くの更新、削除、または挿入活動があるかなどです。 この情報を使用
し
     て、特定パフォーマンス調整手法を試みることができます

   -プログラム要約
     SQL 操作を実行した各プログラムごとに 1 行の情報が含まれます。 個々の行がそのプログラムに対するすべての SQL 活動を
     要約しています。 この情報は、どのプログラムが最大で最もコストのかかる SQL ステートメントを使用しているかを識別す
     るのに使用することができます。
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3. Visual Explainを使ってみよう
（１）Visual Explainの開始

Visual Explain は詳細 SQL パフォーマンス・モニターに保管された照会の実装を、

視覚的に表示するために使用できます。まずは、起動してみましょう。

①パフォーマンスモニターで、下記のように
「ステートメントの実行」をクリックします。

②右下の「最新表示」をクリックし、
表示されるSQLリストで、視覚化したい

 「SQLステートメント]をクリックします。
」をクリックします。
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解説：
・このVisual Explainツールを使用して、ユーザー照会の最高コストが実行されている部分を詳しく理解する

ことができます。照会パフォーマンスは次の方法によって改善することができます。
－ユーザー SQL ステートメントを再書き出しする方法
ー照会属性および環境設定を変更する方法
－推奨索引を作成する方法

・また、Visual Explain を使用して、以下を行うことができます。
－最適化の時点で使用された統計を表示します。
－表のアクセスに索引を使用したかどうかを判別します。索引を使用しなかった場合には、どのカラムが

索引付けで利点を得るかの判別に Visual Explain を役立てることができます。
ー各種の調整手法を実行した場合の影響は、照会グラフの前および後のバージョンを比較することによっ

て表示します。
ー合計見積コストおよび検索される行数も含まれる、照会グラフのそれぞれの操作に関する情報を入手し

ます。
ー照会実行中に、照会最適化プログラムによって発行されるデバッグ・メッセージを表示します。
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3. Visual Explainを使ってみよう
（１）Visual Explainの開始

③下記のように
「Visual Explain」をクリックします。

④別ウィンドウに、Visual Explainの画面が
グラフ付きで表示されます。
例のSQLでは15,000件のデータをスキャンして、
11件の結果を表示していることがわかります。
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解説：
・Visual Explainを利用することで、実行したSQL文の実行情報がグラフィカル表示されます。
    実行時のアクセス・プランを確認することで、効率的に処理が行われているかどうか判断することができま
   す。

・左側のアイコン１つ１つがSQLの実行段階明細を表示しており、それぞれの処理時間や処理レコード件数、
どのようなアクセス方法・処理方法か等の明細が右側に表示されます。

・グラフでのそれぞれの操作 (アイコン) の情報
グラフ内のアイコンは照会の実施の際に生じる操作を表しています。 アイコン同士を接続している矢印によって、操作の順序
が示されています。 操作を処理するのに並列処理が使用されている場合、 矢印は 2 つになります。 時折、最適化プログラム
は 1 つの照会内の別個の操作でハッシュ・テーブルを「共用」し、 その照会のライン同士が交差してしまうことがあります。
アイコンを選択すると、その操作に関する情報を表示できます。 情報は、右側のペインの「属性」テーブルに表示されます。
環境に関する情報を表示するには、 アイコンをクリックして、「アクション」メニューから「照会環境の表示 (Display query 
environment)」を選択します

右側のペインの「属性」テーブルに表示
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3. Visual Explainを使ってみよう
（２）Visual Explainの実行結果の表示設定の変更

①「表示」→「強調表示」→「時間のかかるアイコン」
「見積もり処理時間」をクリックします。

②「ソート済みリストのスキャン」がハイライト
されました。見積もり処理時間はこの処理が
最大の時間を要していることがわかります。
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3. Visual Explainを使ってみよう
（２）Visual Explainの実行結果の表示設定の変更

③「アクション」→「索引及び統計アドバイザー」
を選択

④下記の索引を作成することが推奨されています。

「SQLの表示」をクリックすると索引作成コマンド
を表示して、索引を作成できます。
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3. Visual Explainを使ってみよう
（２）Visual Explainの実行結果の表示設定の変更

⑤索引を作成しました。
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解説：
・照会の実施中、最適化プログラムは統計を作成または更新する必要があるかどうか、また索引によって照会

をより速く実行できるかどうかを判別できます。 こうした推奨は、Visual Explain から統計アドバイザー
および統計アドバイザーを使用すると表示できます。

・「アクション」メニューから「アドバイザー」を選択すると、 アドバイザーを開始できます。
さらに、直接アドバイザーから統計の収集を開始したり、 索引を作成したりすることも可能です。
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3. Visual Explainを使ってみよう
（３）Visual Explainを活用して、どういったデータアクセス方式が利用され

ているかを判別しよう。

✓ テーブルへのアクセス方式を理解することがSQLパフォーマンスチューニングの第一歩！
✓ テーブルデータ件数や処理件数に応じたアクセス方式が選択されているかが肝心です。

テーブルスキャン ：テーブル内の すべての行を順次処理。
テーブル・プローブ ：テーブルから行番号に基づいて特定の行を取り出すのに使用
インデックススキャン：テーブルから行をキー順に取り出すのに使用
インデックスプローブ：テーブルから行をキー順に取り出すのに使用、

照会の結果セットの一部ではない行に対する入出力は行われない

インデックス

プローブ

インデックス

スキャン

インデックス

テーブル・プローブテーブルスキャンテーブル

プローブ操作スキャン操作オブジェクト

SQL永続データ・アクセス方式
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解説：
・データ・アクセス方式は、照会を処理し、データにアクセスするために使用されます。
・データを取り出して使用可能な情報に変換するための実行可能な指示または操作

照会のソース素材として使用できる永続データベース・オブジェクトとしては、表と索引の 2 つのタイプし
かありません。 索引には、2 進基数索引とコード化ベクトル索引があります。

・加えて、照会エンジンは一時オブジェクトを作成して、アクセス・プランの実行中に暫定の結果や参照を
保持する必要がある場合もあります最終的に、最適化プログラムはこうしたオブジェクトを取り扱うのに
特定の方式を使用します。

・永続オブジェクト及びアクセス方式
永続データベース・オブジェクトおよび一時データベース・オブジェクトを操作するために使用されるアクセ
ス方式には、作成、スキャン、およびプローブの 3 つの基本タイプがあります。

•一時オブジェクト及びアクセス方式
一時オブジェクトは、照会を処理するためにオプティマイザーによって作成されます。 通常、
こうした一時オブジェクトは内部オブジェクトであり、ユーザーがアクセスすることはできません。

詳細は下記URLを参照
https://www.ibm.com/docs/ja/i/7.5?topic=optimization-data-access-methods
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3. Visual Explainを使ってみよう
（３）Visual Explainを活用して、どういったデータアクセス方式が利用され

ているか判別しよう。

主なSQL一時データ・アクセス方式
一時的に作成されるオブジェクト スキャン操作 プローブ操作

一時ハッシュ・テーブル
ハッシュ・テーブル

スキャン
ハッシュ・テーブル・プローブ

一時ソート・リスト ソート・リストスキャン ソート・リスト・プローブ

一時リスト リストスキャン N/A

一時行番号リスト 行番号リストスキャン 行番号リスト・プローブ

一時ビットマップ ビットマップスキャン ビットマップ・プローブ

一時索引 一時インデックス･スキャン 一時インデックスプローブ
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解説：
・一時ハッシュ・テーブル

最適化プログラムが列または列セットに基づいて行を照合できるようにする一時オブジェクトです。 最適化プログラムは
このハッシュ・テーブルを走査またはプローブし、 照会に対する別個の操作に対応します。

・一時ソート・リスト
最適化プログラムが列または列セットに基づいて行の順序付けをできるようにする一時オブジェクトです。 最適化プログラ
ムはこのソート・リストを走査またはプローブし、 照会に対する別個の操作に対応します。

・一時リスト
最適化プログラムが照会の中間結果を保管できるようにする一時オブジェクトです。このリストは、照会の操作を簡単にす
るために使用されるソートされていないデータ構造です。 このリストにはキーがないので、リスト内の行は順序付けされた
走査操作によってのみ検索が可能です。

・一時行番号リスト
最適化プログラムが行アドレス (行番号) に基づいて行の順序付けをできるようにする一時オブジェクトです。 最適化プログ
ラムはこの行番号リストを走査またはプローブし、 照会に対する別個の操作に対応します。

・一時ビットマップ
最適化プログラムが行アドレス (行番号) に基づいて行の順序付けをできるようにする一時オブジェクトです。 最適化プログ
ラムはこのビットマップを走査またはプローブし、 照会に対する別個の操作に対応します。

・一時索引
最適化プログラムが特定の照会に対して基数索引を作成して使用できるようにする一時オブジェクトです。 一時索引は、
ユーザーが CREATE INDEX SQL ステートメントまたは 論理ファイル作成 (CRTLF) CL コマンドを使用して作成する
基数索引と同じ属性および利点すべてを有しています。

・一時バッファー
並列処理のような、操作を容易にするのを支援する一時オブジェクトです。照会の中間行を保管するのに使用される、
ソートされていないデータ構造です。 一時バッファーと一時リストの主な違いは、一時バッファーは、結果を処理するため
に完全に取り込む必要がないという点です。

・待ち行列
最適化プログラムが再帰的照会の再帰を、それに必要なデータ値を待ち行列に置くことによりフィードするための一時オブ
ジェクトです。このデータには通常、再帰的結合述部で使用される値、および再帰的処理中に累積または操作されるその他
の再帰的データが含まれます。
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SQLパフォーマンス分析のアプローチ方法は下記になります。

➢ 実行時間に着目し、長時間実行のSQLステートメントを特定する
✓ 最も時間を使用しているジョブ識別
✓ そのジョブ中でどのようなタイプのSQL操作が実行されているか
✓ それぞれのタイプでどのくらい実行に時間がかかっているか
✓ 最も時間を消費しているSQLの識別
✓ 最も頻繁に実行されているSQL操作の識別

➢ 特定されたSQLステートメントの分析とチューニング
✓ 索引の追加
✓ SQLの見直し

4.  まとめ
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解説：

前頁のアプローチ方法で、分析すべきSQLは下記になります。

• 実行時間
 一定の基準を定めそれ以上のものを調査

• 索引の作成の推奨
 最適化プログラムが索引の作成を推奨、改善の可能性は高い

• テーブル・スキャン
 行の選択に必要な索引が存在しない可能性あり
 結合順を誤らせる原因にもなり得る

• 一時索引の作成
 被結合列、ORDER BY/GROUP BYに必要な索引が存在しない

• 一時結果ファイル作成の有無
 実行時間が極端に長い場合は巨大な一時結果ファイルの作成を疑う

• フルオープンを実行しているSQLの識別
 ODPの再使用状況の確認
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5.  補足情報

1. データベース・パフォーマンスおよび Query 最適化
https://www.ibm.com/docs/ja/i/7.5?topic=database-performance-query-optimization

2．詳細DBモニターでの SQL Performance Center の使用
https://www.ibm.com/docs/ja/i/7.5?topic=tools-using-sql-performance-center-detailed-monitors

3. Visual Explain を使用した照会の表示
https://www.ibm.com/docs/ja/i/7.5?topic=tools-viewing-your-queries-visual-explain
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IBM i 関連情報
IBM i ポータル・サイト
https://ibm.biz/ibmijapan 

i Magazine (IBM i 専門誌。春夏秋冬の年4回発刊)
https://www.imagazine.co.jp/IBMi/

IBM i World 2024 オンデマンド・セミナー
https://video.ibm.com/recorded/133917616
IBM i World 2023 オンデマンド・セミナー
https://ibm.biz/ibmiworld2023
IBM i World 2022 オンデマンド・セミナー
https://video.ibm.com/recorded/132423205
月イチIBM Power情報セミナー「IBM Power Salon」
https://ibm.biz/power-salon 

IBM i 関連セミナー・イベント
https://ibm.biz/powerevents-j

IBM i Club (日本のIBM i ユーザー様のコミュニティー)
https://ibm.biz/ibmiclubjapan 

IBM i 研修サービス (i-ラーニング社提供)
https://www.i-learning.jp/service/it/iseries.html

IBM TechXchange Powerユーザーコミュニティー (日本)
https://ibm.biz/ibm-power-user-community 

IBM i 情報サイト iWorld
https://ibm.biz/iworldweb 

IBM i サポートロードマップ
https://public.dhe.ibm.com/systems/support/planning/transfer/IBM
.i.Support.Roadmap.pdf

IBM i 7.5 技術資料
https://www.ibm.com/docs/ja/i/7.5 

IBM Power ソフトウェアのダウンロードサイト (ESS)
https://ibm.biz/powerdownload

Fix Central (HW・SWのFix情報提供)
https://www.ibm.com/support/fixcentral/ 
IBM My Notifications (IBM IDの登録 [無償] が必要)
「IBM i」「9009-41G」などPTF情報の必要な製品を選択して登録でき
ます。
https://www.ibm.com/support/mynotifications 
IBM i 各バージョンのライフサイクル
https://www.ibm.com/support/pages/release-life-cycle 
IBM i 以外のSWのライフサイクル (個別検索)
https://www.ibm.com/support/pages/lifecycle/ 

IBM Power Systems Virtual Server 情報
https://ibm.biz/pvsjapan  
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